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世田谷区農業振興計画（素案）に対する区民意見募集の実施結果 

及び区の考え方（案） 

 

１ 意見募集期間 

  平成３０年９月１５日～１０月９日 

 

２ 意見提出者数 １１５名 

  （内訳：区政モニターアンケートの意見回答者 １１５名） 

 

３ 意見件数 １４４件 

 

４ 区民意見概要及び区の考え方 

（１）計画全体（５７件） 

意見の概要 区の考え方 

全体として素案に賛同します。 

＜同趣旨のご意見 他１６件＞ 

計画に基づき、区の農業振興を進めて

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業従事者の減少や都市化等、世田谷

の農業振興を区でささえる必要があり

ます。区内での農業をなくならないよ

うに守ってほしいです。 

＜同趣旨のご意見 他４件＞ 

区がいろんな問題に取り組んでおられ

る旨を読み、さまざまな問題を提起、

実践されている様子を知り今後の農地

発展が楽しみでもあります。 

世田谷区が真剣に｢農業｣に取り組んで

いられることが読みながら伝わりまし

た。 

全体的に推し進めるのも必要だけど、

一つに集中して、一気に進めるほうが

効果的だと思う。 

自宅の近くに農業地帯がないせいか、

素案を読んでもぴんとこないことが多

くありました。 

＜同趣旨のご意見 他５件＞ 

多様な支援に取り組んでほしい。 

資料３ 
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高齢化で担い手の減少が予想されます

が、農地の有効活用で後継者の育成シ

ステム化や、JA との連携で農業の振興

が図られるよう区の取り組み効果を確

信しています。 

計画に基づき、区の農業振興を進めて

まいります。 

農家さんの暮らしを安定させ、私達も

地域の野菜が食べられるシステムがほ

しい。 

概ね網羅されていると思うが、継続的

に財源を確保するための努力が必要で

あると思う。 

そもそも世田谷区が農業振興に力を入

れていることはまったく知らなかった

ので、広報の徹底が必要と感じた。 

＜同趣旨のご意見 他１４件＞ 

区広報紙やホームページなどで、さら

なる周知を図ってまいります。 

世田谷区が農業に力を入れる必要を感

じないためあまり関心がありません。 

＜同趣旨のご意見 他４件＞ 

今後の施策の参考にさせていただきま

す。 

 

学校給食など、いまあるものを活用す

るのがいいなと思った。 

どのような形で、農業(農地も含め)を世

田谷区に残して行きたいのか、もう少

し単純な形で提示してもよいのではな

いかと思います。 

計画の理念として、『農と住が調和した

魅力あふれる世田谷農業～未来につな

ぐ「せたがやそだち」～』というキャ

ッチフレーズを記載いたします。 

（２）第２章 世田谷区の農業を取り巻く状況（１件） 

意見の概要 区の考え方 

農業者からの意見が見えない。区から

の支援等があり経営が安定すれば農業

を継続するのかが不明。 

農業者アンケート及びヒアリングで、

「農業を続けたい」が９割以上という

結果がでました。また、税制に関する

国・都への要望や営農に対する支援、

世田谷農業の PR 等を充実して欲しい

というご意見が多くありました。より

一層の充実を図ってまいります。 
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（３）第３章 世田谷区の農業振興の基本的方向（１件） 

意見の概要 区の考え方 

年間販売の統計や経営モデルを示して

いる点が良い。 

農業者には、経営モデルを参考に、農

業経営に取り組んでいただきたいと考

えております。 

（４）第４章 基本的方針に基づく具体的施策の展開 

①基本方針１ 多様な農業者への支援（９件） 

意見の概要 区の考え方 

私の友人で他の区に在住で農地を持っ

ていたのですが、農業をする人がいな

くて、宅地にした方がいます。個人で

農業を続けるのは大変そうですね。ま

ずは、基本方針 1 の多様な農業者への

支援が必要ですね。 

＜同趣旨のご意見 他６件＞ 

計画に基づき、多様な農業者への支援

を進めてまいります。 

具体的施策の(4)-②女性農業者は現在、

0 なのでしょうか。 

女性農業者はおりますが、男性農業者

が経営主となっている方が、圧倒的に

多いのが現状です。 

｢多様な農業者支援｣に女性農業者の支

援が組み込まれているのが興味深かっ

たです。 

今後の施策の参考にさせていただきま

す。 

②基本方針２ 「せたがやそだち」の流通促進（２６件） 

意見の概要 区の考え方 

｢せたがやそだち｣の流通は是非 PR を

して、飲食店・スーパー・マルシェ等、

私達の目に見えるようにして頂けたら

嬉しいです。 

＜同趣旨のご意見 他１２件＞ 

世田谷農業は、少量多品目型の生産に

より庭先販売が多く、市場やスーパー

への出荷が難しいという現状がありま

すが、飲食店とのマッチングや農産物

集荷配送コーディネートシステムの構

築、マルシェ等の出店支援等により流

通の促進と PR に取り組んでまいりま

す。 

｢せたがやそだち｣の区内流通拡大につ

いて、もっと広報してほしい。情報発

信が足りないように思います。 

せたがやそだちを推進すべき。 

＜同趣旨のご意見 他２件＞ 

計画に基づき、「せたがやそだち」を推

進してまいります。 

区内農産物をふるさと納税の返礼品に

活用する道はありませんか。 

＜同趣旨のご意見 他２件＞ 

世田谷農業は、少量多品目型の生産が

多いため量の確保という課題があり、

ふるさと納税の返礼品としては、難し

いと考えております。 
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子供を区立学校に通わせておりますの

で、給食で地産の野菜を取り入れると

いう計画は特に、注目いたしました。 

＜同趣旨のご意見 他２件＞ 

今後も、学校給食での活用を推進して

いきます。 

他の区では、食堂で、地域で採れた農

産物を積極的に使う取り組みがテレビ

で紹介されていましたが、世田谷区で

はどうなのでしょうか。 

「せたがやそだち」利用事業者につい

て把握し、利用店舗等を周知していく

ため、『「せたがやそだち」利用店舗登

録制度』を構築してまいります。 

世田谷産の農作物を食しています。農

家の前での販売店を利用しています。 

今後の施策の参考にさせていただきま

す。 

せたがやそだちのロゴマークがかわい

いです。もっとグッズとか宣伝して欲

しい。 

③基本方針３ 農業生産・経営の安定化（１０件） 

意見の概要 区の考え方 

食の安全をはかる。 

＜同趣旨のご意見 他３件＞ 

東京都エコ農産物栽培農家助成制度や

都 GAP の推進等により、食の安全を図

ってまいります 

世田谷区は思った以上に農家が多い

が、その利点を引き出す方法がまだま

だ不足しています。また、東京農業大

学など専門家を抱えているのに先端技

術の試み、拡大がされていないのは残

念なことです。都市型農業の研究・促

進を大いに進めて欲しいと思っていま

す。 

＜同趣旨のご意見 他１件＞ 

事業者や大学等研究機関と農業者との

連携による新たな農業ビジネスの構築

を推進していきたいと考えておりま

す。 

規制があるが、地熱活用・LED 電気な

どを活用して、建物内での農業を促進

し、天候に左右されない安定した収穫

を得られるよう計画して頂きたい。 

施設栽培への転換のための設備設置の

助成や六次産業化、異業種連携のマッ

チング支援等、農業生産・経営の安定

化への支援を行ってまいります。 

隣接するレストランを作る。 

都会の農業は効率が悪いため、また農

業世代交代をとらえ、世田谷区が区内

の農業全体の経営効率化を一元化する

行政を期待します。 
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もっと区民に知ってもらうために農地

などに看板を立てたりしてもよいので

は。近所に、世田谷区のマークの入っ

た農地を見かけるが、具体的な内容が

ないのでよくわからないと思う。 

特に農地周辺住民の農業理解を通じた

営農環境の改善を目的として、農地看

板を設置しております。今後、生産情

報だけでなく、環境保全や防災等の農

地の多面的機能の周知にも役立ててい

きたいと考えております。 

④基本方針４ 農のある暮らしの充実（１２件） 

意見の概要 区の考え方 

より地域との触れ合いが楽しめるイベ

ントを増やしてほしい。 

＜同趣旨のご意見 他３件＞ 

区民農園や体験農園、収穫体験など農

業体験できる多様な場作りを引き続き

推進いたします。 

農業に関しては、特にふれあいと直売

所でお世話になっています。子供が小

さい時ほど参加しやすいものだと思い

ますが、知られていないものが多いと

思います。実際、子どもが幼稚園の時

に、近隣でじゃがいも、サツマイモ掘

り、果物収穫など自転車圏内に多数あ

りましたが、誘って初めて知った方が

多い印象でした。もったいないです。

今回、秋の芋掘りについて別プリント

で施設に配置されているのを見まし

た。あれを配布できないものか、ご一

考ください。 

＜同趣旨のご意見 他１件＞ 

ふれあい農園等にご参加いただき、あ

りがとうございます。広報につきまし

ては、区広報紙やホームページ、チラ

シ等で一層のPRに努めてまいります。

いも掘りのチラシは、図書館等で配布

していますので、ぜひご覧ください。 

区立の小学校、中学校の校庭を利用し

て野菜を育てる運動を促進。 

現在、区立小学校では、花の栽培指導

を行っており、今後とも事業を継続し

てまいります。 

 

2022 年から指定解除があるというこ

とだが、基本方針 4-(2)で新規事業とし

て掲げられている｢農の風景の発信｣は

大いに期待している。 

区民の皆様に、農の風景に気づき発信

していただけるよう、事業を進めてま

いりたいと考えております。 

｢収穫祭｣を世田谷区としての一大イベ

ントとして運営。 

 

 

関係所管課と連携し、花展覧会や品評

会、農業祭の PR を行ってまいります。 
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世田谷産の農作物の展示会や即売市を

して、農のある暮らしを実感する事。 

花展覧会や品評会、農業祭等で行って

おります。一層の PR に努めます。 

農家の人も農地も減りつつあります

が、これからもファミリー農園をやっ

て欲しい。 

ファミリー農園は、土地所有者から土

地を借りて行っているものです。土地

の購入は財政的に厳しく、貸与申し出

がない限り新規開設は難しいのです

が、利用希望が多い事業でもあります

ので、引き続き維持に努めてまいりま

す。 

農地のある世田谷は続いていってほし

いので、素案に反対意見はありません

が、特に小中学校生徒や地域の大人た

ちと農家・農産物の交流促進を希望し

ます。自分の住んでいる地域を知ると

いうのは大切なことですので、そうい

う意味も含め、もっとふれあいの機会

を作ってほしいです。 

 

今後の施策の参考にさせていただきま

す。 

⑤基本方針５ 農地を守るまちづくりの推進（１０件） 

意見の概要 区の考え方 

2022 年からの生産緑地指定解除の影

響を考えると、農地を守るまちづくり

の推進について、今まで以上に重点的

に取組まないといけないと危機感を強

くもっています。 

＜同趣旨のご意見 他３件＞ 

計画に基づき、区の農地保全に努めて

まいります。 

空き地も駐車場や集合住宅などが建ち

並び緑が少なくなってます。区民も農

地として利用できたり体験できるスペ

ースになったら嬉しいです。 

農家所有の宅地等を農地として整備す

るための支援を行ってまいります。 

農地登録をしておけば、税法上有利に

なるというだけでどうみても生産をし

ていないような農地も見かけられる

が、もっと厳しい、そういった面での

施策を国の動きも踏えた上で、やって

いけるのではないだろうか。 

 

農業委員が生産緑地の耕作状況を確認

し、指導等を行っております。 
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都会での農業や農地を維持する事は大

変だと思いますが、とても大切で必要

な事と思います。現在担っている人々

の子供達にも土地保有を含め農業に携

わっていただくのが良いのですが、不

可能な場合農地の区の買い(貸り)上げ

をする事で、農地を守る。さらに、農

業を希望する人を育てるために、区以

外、海外からの人々も勧誘する。もっ

と世田谷の農業を盛り上げる事で、収

益につなげる事が可能と思います。 

＜同趣旨のご意見 他１件＞ 

平成 30 年６月に都市農地の貸借の円

滑化に関する法律により、今まで事実

上困難だった生産緑地の貸借が可能と

なりました。区としましては、地域で

の担い手への集約の仕組みや安心して

貸借ができる体制づくり、区が借りて

区民農園を運営する等の施策を検討

し、農地の保全に努めてまいります。 

農地、緑地の保全には賛成で、その意

味で区民農園は良いと思います。実際

以前、遠い場所でしたが 2 クール 5 年

ほど利用させて頂きましたが、応募多

く競争激しく、更に遠いので現状では

利用困難です。 

世田谷区は農業振興のイメージが強

い。安定的な事業経営を標榜するうえ

で、大型の農園経営も念頭に農地の集

約も模索していくタイミングに来てい

るのではないかと感じています。 

（５）第５章 計画の実現に向けて（５件） 

意見の概要 区の考え方 

10 年後の目標指数とありますが、中間

(5 年後)での進捗状況確認、目標とのか

い離・軌道修正などで、さらに実効性

のあるものを期待しています。 

＜同趣旨のご意見 他３件＞ 

計画期間の前期・中期・後期の段階で、

各取組みの進捗状況等を農業振興対策

委員会に報告するなど客観的に評価す

る仕組みを構築し、PDCA サイクルの

もと、進捗管理や見直しを行ってまい

ります。 

身近に感じられるような具体的な取り

組みを地域でやっていかないと浸透は

しないでしょうね。どんな風にしたら

応援できるのか知りたいです。 

安全な食生活の推進、地産地消の推進、

農業者との連携等、ご協力いただきた

いと考えております。 
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（６）その他（１３件） 

意見の概要 区の考え方 

近所に生産緑地があるのは、ホッとで

きるので癒しの場と思っている。 

今後の施策の参考にさせていただきま

す。 

日本はもっと農業に力を入れるべきだ

と思う。食は生きて行くには一番大事

なこと知ることであり、これから輸入

にたよらない様にしないと困るのでは

ないかと思います 

外国の方特有の農業コミュニティーや

野菜イベントがあったらいいと思いま

す。 

｢せたがやそだち｣ブランドは残念なが

ら味において、農業県の農産物に負け

ているように思う。マンション経営の

片手間にやっているからでは、という

声も聞く。 

災害とかもかなり多いので、区内で農

作物あるといいと思う。違う土地への

支援をもできる。 

区内の農地は税金対策ばかりのような

気がする。 

かつて｢かまくらやさい｣が人気を集め

ましたが、その後を含めて｢かまくらや

さい｣の展開から参考になることがあ

るのでは。 

農地が拡大することによる夜の治安の

問題を懸念します。 

生産緑地の指定解除をめぐる｢2022 年

問題｣に関しまして、対策の一つとして

区営住宅を立てるために駅から遠い徒

歩 15 分以上の土地を区で買い上げる。

財源は駅から 10 分以内の区営住宅を

更地にして民間に時価で払い下げるの

はいかがでしょうか。この考えは都営

団地に適しているのですが。 
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地球温暖化に伴う食糧危機を考えた

時、作物の生産を各家庭がみ近なもの

ととらえ今から準備をする上で地道な

活動は必要と思います。 

今後の施策の参考にさせていただきま

す。 

区内に限らず農地はこれ以上減らすべ

きでないと考える。 

税制はじめ、後継者に広く門戸を開放

して、日本の良き農業を守り、発展さ

せる方向にもって行くべきと考える。 

世田谷区内農地の場所もはっきりわか

らないので、農地を見せていただける

バスツアーなどがありましたら参加し

てみたいです。 

世田谷産野菜等が購入できる直売所の

マップや収穫体験実施農園がわかるふ

れあい農園マップを作成しています。

区ホームページからもご覧いただけま

す。 

区内の農地よりも緑地、雑木林を保護

して欲しい。 

関係所管課に伝え、今後の施策の参考

にさせていただきます。 

 


